































究し、２番目で、そのうち消滅の危機にあるも がど くらいあって、その消滅の危機の程度がどの程度なのかということを明かにし、３番目でそ 他、今後消滅の危機にある言語を把握する
ために必要なことを調査するというものです。ユネスコの
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15人とされ、 『極めて深刻』と評価された」 、 「このほか
沖縄県の八重山語、与那国語が『重大な危険』に」 、 それか 「沖縄語、国頭語、宮古 鹿児島県の奄美諸島の奄美語、東京都の八丈島などの八丈語が『危険』 分類 た。ユネスコの担当者は『これらの言語が日本で方言として扱われているのは認識しているが、国際的な基準だと独立の 語と扱う が妥当と考えた』と話した」 と書かれています。トマさんの講演にもありましたが、言語学的に 話しても意味が通じなければ別 言 とするという考え方があります。 のような観点からユネスコはこれらを「言語」として発表 のです。言語・方言の定義　
今回の文化庁の仕事でも、 「まず言語と方言の定義を明らかに
した上でこの事業を実施すること」となっています。しかし、 「語」と「方言」を区別することは、 じつ と も難しいことです。





されていることばは、本土の人には通じないくらい本土のことばとの隔たりが大きい。そう う意味で 別の言語とするという立場もあると思います。しかしこれまでは、一般 は「方言」 位置付けられてきました。それ ことばとの間に、ある程度の対応関係が存在するからです。対応関係とはどういうこ かと言うと、本土の方言、たとえば東京の とば 「エ」 発音するところを琉球諸方言では「イ」と発音するというようなことです。図２をご覧ください。 「かげ（影） 」というこ ばが、与論は 「ハギ」 、沖縄では 「カーギ」 、宮古 は 「カギ」 、与那国で 「カ
ﾟ
キ（鼻濁音） です。東京の ゲ」が奄美・沖縄では ギ」 、または「






図２　本土方言 e と琉球諸方言 i との対応例
論・沖縄・宮古・与那国で「ティー」 、 「ね（根） 」は「ニー」になっています。 「ふね（船） 」は与論で「プニ」 、沖縄・宮古で「フニ」 、与那国では「フ」が落ちて「ンニ」になっています。 「ほね（骨） は与論で「プニ」 、沖縄で 「フニ」 、宮古ニ」 、与那国で「フニ」と言います。したがって、与論、沖縄では「船 と「骨」の区別がありません。それから「へ（屁）は与論で「ピー」 、沖縄で「フィー」 、宮古で「ピー」 、与那国
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られてきました。インド・ヨーロピアン語 つまり、インドからヨーロッパにかけて 広い地域で話されているいろ ろな言語には、 それぞれ発音上の対応関係があります。 そこで、 これらは元々、同じ祖先か 出たのだと考えられてきました。ドイツ語や英語、フランス語、イタリア語、スペイン などは、元々、祖先は同じ言語だったというわけです。日本はこのような研究の方法を取り入れ、東京のこ ばと奄美・沖縄のことばとの間に対応関係があることを発見しました。 で、両者は言語的に同じ祖先を持つと考え、琉球で話されて ることばを「方言」 呼ん きたのです。　
しかし、最初の狩俣さんの発表にもありましたように、琉球列




語」と「方言」 定義に 、社会的な基準が大きく関わっています。たとえば、 スペイン語とポルトガル語は非常によく似 て、




























という状態は、 んなに特別なことではなく、むしろ普通のことです。そのような考え方に私 も切り替えていくほうがよいではないかと思います。 「言語」と「方言」の定義に関しては、ディスカッションのときにパネリストの方々からも何かフォローしていただければ消滅の危機の程度について　
以上のように、 「言語」か「方言」かの定義は難しいのですが、




話されている場合です。第二段階が「脆弱」 。たい こどもたちがその言語を話すけれども、 ある特定の場面に限られる場合。第三段階 「危険」 。こどもたちがもはや家庭でその言語 母語として学ばない場合です そして第四段階が「重大な危険」 。の言語が祖父母やもっと古い世代によって話されていて、親世代




の「重大な危険」にある方 が非常に多 と思いま 親は方言を理解するけれども家庭で 使わない、したがって、こどもたちは家庭で方言を学ばない、そういう地域は日本中にたくさんあります。方言が消滅するか、生き延びるかのキーを握って るのは親世代、四〇代で 。親がこどもに向かって方言で話すかどうか、それが方言が消滅に向かうか、保存される のキーなので 。　
これまでのご発表にありました３地点を見てみますと、それぞ



























と一〇歳上がって、 方言が話せるのは五〇代以上です。与那国は日本復帰後、サトウキビの収穫のために北海道からたくさんの人が入ってきたという事情があります。北海道では冬は農業 できませんから、最初は出稼ぎとして北海道の人たち 与那国島に入り、 そ 後、結婚したり 島に定住し のです。その人たちは当然、与那国方言が話せません。した って、そのこどもも家庭で方言を学ばない。そのこどもたちが今では四〇歳近くになっているわけです。　
甑島は図４のグラフに示したように、人口の流出が










宮古や与那国、甑には方言の教材がありません。与那国では３年前から地域学習の時間 方言の学習を始めたと言っていましたが、教材の作成まではいっていません。甑では学校教育で方言がまったく取り上げられていない状態です。甑島の鹿島町 委員会の話ですと、今後、取り上げる予定もないというこ でした　
次に、ファクター８、コミュニティでの言語に対する態度につ
















人間のことばの特色を考える上で、ことばの 性 必要だということ。私たちはよく、 「人間のことばってこんなものだよね」 「日本語ってこんなことばだよね」と言いますが、メジャー ことばだけを見てそんな は言えないということです。　
そして、多様性を守るために何をしなければいけないか。これ






ような教育を受け います。東北にもそういう教育があったという話もあります。この教育が頭に残っていて、方言は汚い のとか、ダメなものと思っておられる方がまだたくさんい っしゃると思ますが、これからは方言を積極的に評価し、多様性こそ素晴らいのだという意識に変えて こ が私たち 任務であると思っています。 （拍手）
